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市
で
は
、
市
内
全
域
に
宅
老
所
を
設

置
し
よ
う
と
、
平
成
12
年
11
月
に
「
地

域
宅
老
所
整
備
計
画
」
を
作
り
ま
し
た
。�

　
「
老
人
保
健
福
祉
計
画
」（
平
成
６
年

策
定
）
に
基
づ
い
て
高
齢
者
へ
の
保
健

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、平
成
９
年
12
月
に「
介
護
保
険
法
」

が
制
定
さ
れ
、
平
成
12
年
４
月
か
ら
介

護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

介
護
保
険
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
新

た
に
「
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
21
計
画
」
を

作
り
、
保
健
医
療
や
福
祉
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
介
護
保
険
の

対
象
と
な
る
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
中
心
と
し
て
い
る
た
め
、
支
援
が

必
要
な
の
に
介
護
保
険
が
利
用
で
き
な

い
高
齢
者
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
健

康
で
生
き
が
い
を
も
ち
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
保
っ
て
毎
日
を
過
ご
し
て
も

ら
う
か
が
課
題
に
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
高
齢
化
率
（
人
口
の
う
ち
、

65
歳
以
上
が
占
め
る
割
合
　
平
成
13
年

10
月
現
在
で
20
・
52
パ
ー
セ
ン
ト
）�

瑞
浪
市
が
す
す
め
る

瑞
浪
市
が
す
す
め
る�

宅
老
所
計
画
と
は

宅
老
所
計
画
と
は�

瑞
浪
市
が
す
す
め
る

瑞
浪
市
が
す
す
め
る�

宅
老
所
計
画
と
は

宅
老
所
計
画
と
は�

瑞
浪
市
が
す
す
め
る�

宅
老
所
計
画
と
は�

計
画
が
で
き
る
ま
で�

　皆さん「宅老所（たくろうしょ）」が、市内にあること　皆さん「宅老所（たくろうしょ）」が、市内にあることをご存じですか？をご存じですか？�
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向けて考えてみました。向けて考えてみました。�
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向けて考えてみました。�
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↑�



３�瑞浪市役所　☎ 68－2111

　
小
田
町
の
大
法
原
公
民
館
で
は
、
月

に
１
回
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
平
成
11
年
５
月
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
サ
ロ
ン
で
は
、
60
歳
〜
80

歳
代
の
手
芸
好
き
な
女
性
、
13
人
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。�

　
講
習
を
受
け
た
サ
ロ
ン
会
員
が
、
指

導
を
行
い
、
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
か
ご
や
財
布
、

わ
ら
じ
、
和
紙
の
人
形
な
ど
を
手
が
け

ま
し
た
。�

　
手
先
を
器
用
に
動
か
し
な
が
ら
、
毎

回
新
し
い
作
品
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。�

　
市
内
で
も
競
技
人
口
が
増
え
つ
つ
あ

る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
、
盛
ん
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、
釜
戸
町

平
山
区
で
す
。�

　
毎
週
土
曜
日
、
区
公
民
館
に
隣
接
す

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
。
３
ラ
ウ
ン
ド

す
る
た
め
、
約
１
、４
㎞
を
歩
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。�

�

　
こ
の
活
動
は
65
歳
以
上
の
お
年
寄
り

を
対
象
に
４
年
前
か
ら
始
ま
り
、
今
で

は
男
女
34
人
の
会
員
が
参
加
。
気
の
合

う
仲
間
と
の
プ
レ
ー
で
会
話
も
弾
み
、

皆
さ
ん
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。�

�

が
年
々
増
加
す
る
中
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
の
予
防

を
図
る
必
要
が
で
て
き
ま
し
た
。�

　
そ
こ
で
、「
地
域
宅
老
所
整
備
計
画
」

が
作
ら
れ
た
わ
け
で
す
。�

��

・
市
内
全
域
に
作
る�

　
　
小
学
校
区
に
１
宅
老
所
を
原
則
と

　
　
し
、
高
齢
者
が
多
い
瑞
浪
小
学
校

　
　
区
は
２
カ
所
と
す
る
。�

�

・
施
設
は
、
公
の
施
設
の
開
放
や
、
空

　
家
を
利
用
す
る�

　
　
交
流
・
生
活
支
援
場
所
の
ほ
か
、

　
　
作
業
場
所
、
家
庭
菜
園
的
場
所
を

　
　
確
保
す
る
。�

・
支
援
が
必
要
で
あ
る
が
介
護
保
険
が

　
利
用
で
き
な
い
お
年
寄
り
が
対
象�

　
　
自
分
の
事
は
自
分
で
行
う
こ
と
が

　
　
で
き
る
か
、
一
部
介
助
で
行
う
こ

　
　
と
が
で
き
る
お
年
寄
り
を
対
象
と

　
　
す
る
（
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
る

　
　
方
は
対
象
外
）�

・
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
と
元

　
気
な
お
年
寄
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
で
運
営
す
る�

　
　
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

　
　
く
り
、
生
涯
学
習
活
動
と
連
携
し
、

　
　
元
気
な
お
年
寄
り
が
参
加
し
て
運

　
　
営
す
る
。
　
　�

・
組
織
育
成
と
財
政
支
援
、
人
的
支
援

　
な
ど
の
支
援
は
、
市
が
行
う�

　
　
運
営
、
活
動
支
援
、
施
設
整
備
等�

　
　
へ
財
政
支
援
（
原
則
と
し
て
費
用

　
　
の
半
額
）、健
康
指
導
等
へ
の
保
健

　
　
婦
派
遣
な
ど
の
人
的
支
援
を
行
う
。�

��

大
法
原
　
い
き
い
き
サ
ロ
ン�

平
山
区
長
寿
会�

ま
ず
は
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら

ま
ず
は
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら�
ま
ず
は
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら

ま
ず
は
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら�
ま
ず
は
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら�

地
域
宅
老
所
整
備
計
画�

宅
老
所
は「
人
づ
く
り
」か
ら�

　
社
会
は
ど
ん
ど

ん
高
齢
化
し
て
い

ま
す
。
岐
阜
県
で

高
齢
者
人
口
が
25

％
、
つ
ま
り
65
歳
以
上
の
割
合
が
４
人

に
１
人
と
な
る
の
は
平
成
27
年
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
瑞
浪
市
は
現
在
、
県

よ
り
も
高
齢
化
が
す
す
ん
で
い
る
た
め
、

こ
れ
よ
り
早
ま
る
で
し
ょ
う
。�

　
そ
ん
な
中
、
市
が
す
す
め
る
地
域
宅

老
所
整
備
計
画
は
、「
自
分
た
ち
の
こ
と

は
、
自
分
た
ち
で
」
が
基
本
で
す
。
宅

老
所
は
、
利
用
者
や
関
係
者
の
全
員
が

主
役
で
す
。
地
域
の
特
色
に
合
っ
た
、

無
理
の
な
い
運
営
の
た
め
に
は
、
ま
ず

地
域
住
民
の
意
識
の
高
ま
り
と
行
動
力

が
大
切
で
す
。�

　
で
も
、
あ
ま
り
難
し
く
考
え
な
い
で

く
だ
さ
い
。
身
近
な
老
人
会
や
趣
味
の

合
う
仲
間
で
集
ま
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
地
域
宅
老
所
へ
つ

な
が
る
第
１
歩
に
な
り
ま
す
。�

�

市
民
福
祉
部
次
長
　
高
木
　
秀
明�

↑�

年に一度のいも煮会年に一度のいも煮会�年に一度のいも煮会�
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こ
の
４
月
に
宅
老
所
が
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
８
カ
月
が
過
ぎ
、
よ
う
や
く
運

営
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
初
日
は
８
人
の
利
用
で
し
た
が
、
今

で
は
一
日
平
均
20
人
ほ
ど
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
　
　�

　
最
初
は
、
皆
さ
ん
遠
慮
が
ち
で
し
た

が
、
今
で
は
懐
か
し
い
話
題
な
ど
で
、

笑
い
声
の
絶
え
な
い
楽
し
い
場
所
に
な

り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
、

利
用
者
か
ら
生
活
の
知
恵
等
を
教
え
て

も
ら
う
な
ど
、
お
互
い
に
交
流
し
て
い

ま
す
。�

　
今
は
、
来
春
の
本
格
オ
ー
プ
ン
に
向

け
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
は
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

輪
（
和
）
も
広
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
宅
老
所
か
ら
遠
い
方
も

利
用
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
作
り
、
町

民
皆
さ
ん
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
場
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

��

　
平
成
12
年
11
月
に
「
地
域
宅
老
所
整

備
計
画
」
が
作
ら
れ
て
か
ら
、
最
初
の

宅
老
所
が
稲
津
町
で
開
所
し
ま
し
た
。�

　
稲
津
公
民
館
を
仮
の
活
動
場
所
と
し

て
、
今
年
の
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
利

用
対
象
者
は
、
介
護
保
険
の
利
用
を
必

要
と
し
な
い
65
歳
以
上
の
稲
津
町
民
で
、

会
費
（
昼
食
費
）
は
１
回
300
円
と
し
、
、

月
に
２
回
開
か
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
こ
こ
で
は
、
生
活
支
援
や
生
き
が
い

づ
く
り
の
た
め
、
毎
回
25
人
ほ
ど
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
午
前
中
に
手
芸
な
ど

の
作
り
物
の
教
室
を
開
き
、
午
後
は
歌

や
体
操
で
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。�

　
お
昼
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
手

作
り
料
理
が
出
さ
れ
、
利
用
者
の
楽
し

み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　�

　
稲
津
町
の
文
化
祭
で
は
、
手
芸
品
の

展
示
を
行
う
な
ど
、
地
域
と
の
繋
が
り

も
出
て
き
ま
し
た
。�

　
宅
老
所
の
活
動
を
支
え
て
い
る
の
は
、

稲
津
宅
老
所
運
営
委
員
会
と
賛
同
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
11
団
体
180
人
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
毎
回
５
人
ほ

ど
が
主
に
食
事
の
準
備
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
利
用
者
の
希
望
に
合
わ
せ
、
地

元
に
親
し
み
が
あ
り
季
節
感
の
あ
る
料

理
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
現
在
は
、
本
来
宅
老
所
に
予
定
さ
れ

て
い
る
、
第
四
老
人
作
業
所
の
改
築
に

向
け
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平

成
14
年
の
春
に
は
場
所
を
移
し
、
開
所

日
も
増
や
し
て
本
格
的
に
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
で
す�

気
軽
に
寄
っ
て
く
だ
さ
い�

稲
津
宅
老
所
運
営
委
員
会�

　
　
委
員
長
　
梶
田
勝
美
さ
ん�

あなたも出かけてみませんか！�あなたも出かけてみませんか！�あなたも出かけてみませんか！�

福寿荘デイサービスセンター� いきいきサロン�
皆で集まって、楽しくワイワイ�

対　象　身の回りについて、自立しているお年寄

　　　　りのためのデイサービス�

場　所　日吉町4116－1（老人憩いの家）�

利用日　火～金（週1回のみ利用）��

利用料　1日　1，000円（昼食、入浴代含む）�

実施主体　社会福祉協議会�

◎問合せ　福寿荘　☎ 64－2932�

対　象　身の回りについて自立しているお年寄り�

場　所　ハートピア（市民福祉センター）�

利用日　毎月第1月曜日　13時～15時��

利用料　100円��

主　催　ボランティア「さわやか会」�

◎問合せ　社会福祉協議会　☎ 68－4148�

動
き
出
し
た

動
き
出
し
た 

稲
津
宅
老
所

稲
津
宅
老
所�

動
き
出
し
た

動
き
出
し
た 

稲
津
宅
老
所

稲
津
宅
老
所�

動
き
出
し
た

動
き
出
し
た 

稲
津
宅
老
所

稲
津
宅
老
所�

動
き
出
し
た 

稲
津
宅
老
所�

第四老人作業所�
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平
成
10
年
５
月
に
発
足
し
た
「
い
ち

に
の
さ
ん
」
は
、
市
で
最
初
の
宅
老
所

で
す
。
お
年
寄
り
が
、
普
通
に
楽
し
く

生
活
で
き
、
地
域
に
密
着
し
た
通
所
施

設
と
し
て
民
家
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ

た
た
め
、
利
用
者
は
「
我
が
家
」
に
い

る
よ
う
な
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。�

�

　
陶
町
民
の
協
力
金
と
市
の
補
助
金
等

で
運
営
さ
れ
、
職
員
８
人
と
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
200
人
が
登
録
）
で
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
開
所
日
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
、
登

録
利
用
者
は
50
人
で
、
一
日
平
均
18
人

〜
25
人
が
訪
れ
ま
す
。�

　
平
成
11
年
９
月
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
認
証
さ
れ
、
介
護
保
険
指
定
事
業
所

に
は
な
ら
ず
、
介
護
保
険
対
象
者
も
自

立
の
方
も
利
用
で
き
る
２
本
の
柱
を
運

営
方
針
に
し
て
い
ま
す
。�

　
現
在
は
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
す
が
、

将
来
は
利
用
者
が
泊
ま
る
こ
と
が
で
き

る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。�

���

陶
宅
老
所�

「
い
ち
に
の
さ
ん
」�

「いちにのさん」の１日�「いちにのさん」の１日�「いちにのさん」の１日�「いちにのさん」の１日�

＊ この日の利用者　18人　��

＊ ボランティア　3人（食事の準備、ひまわり会）�

�15時�

楽しい１日が終わり、�

ボランティアの送迎で自宅に戻ります。�

送　迎��15時30分�

�13時30分�
おなじみ「チューリップ」を、�

ハンドベルで合奏。�

おやつ�
好きな飲み物をいただきます。�

体操・遊び�

体操・遊び�

�11時30分�
ボランティアの方が朝から準備。�

陶宅老所の裏で収穫した野菜を使います。�

この日は、親子どんぶり、ナスの味噌汁、�

野菜のおひたし。�

食　事�

�10時30分�

�９時30分�

ゲームを交え、楽しく体を動かします。�

気の合う仲間と、楽しいおしゃべり。�

�

看護婦さんが、訪れた全員を丁寧に診ます。�

並行して入浴。今年8月に改装され、湯船が２つに��

なり、バリアフリー化�

されて心地よくお風呂�

にはいることができま�

す。�

メディカルチェック�（血圧、検温、脈、問診など）�

送迎開始��８時�

（家族の送迎、�

　ボランティアによる送迎）�
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▼
松
井
ハ
ツ
エ
　
山
田
１
号
〜
３
号�

　
　
　
　
　
　（
上
山
田
）�

▼
富
岡
修
子
　
登
り
、
山
本
、
高
砂
、

　
　
　
　
　
　
山
田
苑
、
核
燃
サ
イ
ク

　
　
　
　
　
　
ル�

▼
柴
田
一
子
　
西
平
、
東
平
、
入
ヶ
洞�

▼
山
下
朝
治
　
下
山
田
団
地
、
新
山
田�

▼
蟹
井
　
昌
　
明
賀
台
１
・
２
丁
目�

▼
藤
川
雅
運
　
明
賀
台
３
〜
５
丁
目�

▼
成
瀬
孝
幸
　
竹
尾
、
台
、
市
場
、�

　
　
　
　
　
　
下
沖
町
２
丁
目�

▼
有
賀
千
雄
　
東
原
、
中
原
東
、
中
原

　
　
　
　
　
　
西�

▼
梅
村
正
之
　
西
原
、
事
業
団
ア
パ
ー

　
　
　
　
　
　
ト�

▼
小
栗
千
恵
子
　
大
法
原
、
大
法
原
団
地�

▼
伊
東
計
正
　
紺
屋
原
、
中
屋
敷�

▼
木
股
英
雄
　
和
合�

▼
南
波
ま
す
子
　
一
色
町
３
〜
５
丁
目
、�

　
　
　
　
　
　
ひ
ば
り
ヶ
丘（
上
一
色
）

▼
伊
藤
大
吉
　
樽
上
町
、
一
色
町
１
・

　
　
　
　
　
　
２
丁
目（
下
一
色
）�

▼
西
尾
捷
郎
　
上
野
町
２
・
３
丁
目�

　
　
　
　
　
　（
南
上
野
）�

▼
渡
辺
保
一
　
河
塚
、
上
野
町
１
丁
目

　
　
　
　
　
　（
北
上
野
）�

▼
成
瀬
節
三
　
高
月
町
、
須
野
志
町
、�

　
　
　
　
　
　
下
沖
町
１
丁
目（
高
月
）�

▼
近
藤
ハ
ル
　
宮
前
町
、
宮
前�

▼
近
藤
貞
子
　
河
南
、
河
東
、
河
北�

▼
小
栗
政
夫
　
水
の
木
、
朝
日
町�

　
　
　
　
　
　
上
本
町
、
西
本
町�

▼
長
谷
川
洋
次
　
浪
花
、
中
組
、
竜
門�

▼
柘
植
昌
吾
　
公
園
　�

▼
有
賀
貞
子
　
栄
町
い
組
、
ろ
組�

▼
根
�
　
也
　
栄
町
は
組
、
に
組�

▼
小
倉
啓
司
　
一
日
市
場
上
、
下�

▼
今
井
弘
子
　
天
徳
、
県
職
員
住
宅�

▼
今
井
五
百
子
　
清
水
、
木
暮�

▼
永
井
　
學
　
鶴
城
、
鶴
城
団
地�

▼
遠
山
春
代
　
名
滝
、
名
滝
団
地
、�

　
　
　
　
　
　
奥
名
、
下
沢�

▼
桑
原
昭
子
　
桜
堂�

▼
稲
垣
訓
三
　
市
原
１
〜
10
組�

▼
日
比
野
鋼
平
　
市
原
11
〜
20
組�

▼
日
比
野
哲
　
益
見
１
〜
３�

▼
工
藤
智
子
　
上
平
町
、
益
見
４�

▼
中
尾
保
幸
　
庄
ヶ
洞
、
大
久
手
、�

　
　
　
　
　
　
仲
ヶ
平
、
大
草
、
高
原�

▼
田
中
輝
昌
　
学
園
台�

▼
武
田
俊
英
　
戸
狩
１
〜
５
号
、�

　
　
　
　
　
　
松
ヶ
瀬
町
１
・
２
丁
目�

▼
最
上
昭
次
　
戸
狩
６
〜
９
号
、�

　
　
　
　
　
　
松
ヶ
瀬
町
３
・
４
丁
目�

▼
小
栗
健
蔵
　
山
野
内
１
号(

薬
師
町

　
　
　
　
　
　
４
・
５
丁
目
含
む)

、

　
　
　
　
　
　
２
号
・
６
号(

薬
師
町

　
　
　
　
　
　
１
〜
３
丁
目)�

▼
安
藤
清
子
　
山
野
内
３
〜
５
号�

▼
高
木
美
芳
　
月
吉
１
〜
３
号�

▼
山
内
定
子
　
月
吉
４
〜
６
号�

▼
吉
田
宣
子
　
山
の
田
１
・
２
号
、�

　
　
　
　
　
　
川
折
、�

▼
水
野
幹
夫
　
産
郷
、
中
屋
敷
、�

　
　
　
　
　
　
棚
田
山�

▼
加
知
俊
允
　
五
郷
、
三
角
、
神
戸�

▼
中
山
三
代
子
　
下
小
里
、
羽
広�

▼
和
田
　
亨
　
須
之
宮
、
釜
糠
、�

　
　
　
　
　
　
桜
ヶ
丘�

▼
小
栗
義
剛
　
河
原
、
小
井
戸
、
水
洗
、

　
　
　
　
　
　
中
洞�

▼
三
輪
田
和
泉
　
上
平
、
大
牧
、
斧
池
、

　
　
　
　
　
　
学
園�

� ��
　
民
生
・
児
童
委
員
の
方
の
任
期
が
今
年
11
月
で
満
了
と
な
り
、
12
月
１
日
付
け
で

民
生
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
方
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、
民
生
・
児
童
委
員
が
６
人
増
の
79
人
に
、
主
任
児
童
委
員
も
６
人
増
の

14
人
に
な
り
、
合
計
93
人
と
な
り
ま
し
た
。�

　
任
期
は
平
成
16
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
、

利
用
の
し
か
た
な
ど
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
地
域
の
民
生
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

新
民
生
・
児
童
委
員(

敬
称
略)

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い�

瑞
浪
地
区�

土
岐
地
区�

明
世
地
区�

稲
津
地
区�

新
し
い
民
生
・
児
童
委
員
、

新
し
い
民
生
・
児
童
委
員
、�

主
任
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
で
す

主
任
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
で
す�
新
し
い
民
生
・
児
童
委
員
、

新
し
い
民
生
・
児
童
委
員
、�

主
任
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
で
す

主
任
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
で
す�
新
し
い
民
生
・
児
童
委
員
、�

主
任
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
で
す�



▼
山
田
昌
明
　
東
町
１
・
３
、�

　
　
　
　
　
　
旭
町
１
〜
３�

▼
三
宅
定
男
　
東
町
２
、
細
久
手
、�

　
　
　
　
　
　
下
山
町�

▼
加
藤
八
重
子
　
旭
町
４
、
宮
町
、�

　
　
　
　
　
　
新
町
４
、
本
町
５
・
６�

▼
大
塩
昌
子
　
新
町
１
〜
３
、�

　
　
　
　
　
　
本
町
１
・
２�

▼
大
澤
靖
和
　
本
町
３
・
４
、�

　
　
　
　
　
　
元
町
１
〜
３
、�

　
　
　
　
　
　
梨
ヶ
根
１
・
２�

▼
篠
原
久
雄
　
西
町
、
学
校
前
町
、�

　
　
　
　
　
　
あ
け
ぼ
の
台�

▼
加
藤
律
子
　
水
上
１
・
４
・
５
号�

▼
小
木
曽
宏
子
　
水
上
２
・
３
号
、�

　
　
　
　
　
　
事
業
団
ア
パ
ー
ト�

▼
羽
柴
正
昭
　
大
川
１
〜
４
ー
１
号�

▼
成
瀬
尚
子
　
大
川
４
ー
２
〜
７
号�

　
　
　
　
　
　
釜
戸
・
大
湫
地
区�

▼
大
山
正
作
　
本
郷�

▼
小
栗
義
秋
　
常
柄�

▼
伊
村
徳
子
　
白
倉�

▼
伊
藤
す
み
子
　
南
垣
外
、
宿�

▼
三
輪
あ
い
子
　
半
原
、
宿
洞�

▼
楓
　
充
正
　
三
和
之
郷
、
北
野�

▼
山
内
冨
子
　
深
沢�

▼
森
み
ち
よ
　
細
久
手�

▼
小
栗
恒
雄
　
田
高
戸�

▼
伊
藤
智
明
　
平
岩
、
松
野�

　
こ
の
運
動
は
、
共
同
募
金
活
動
の
一

環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
援
助
や

支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
が
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。�

　
瑞
浪
市
で
は
、
在
宅
で
寝
た
き
り
の

方
や
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
方
に
対
す

る
援
助
・
支
援
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。�

　
今
年
も
、
12
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
期
間
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
福
祉
関
係
団

体
の
ほ
か
、
学
校
や
企
業
な
ど
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
・
団
体
の
協
力
を
得

な
が
ら
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
。�

�

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

◎
問
合
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会�

　
☎
６
８
ー
４
１
４
８�

�

　
こ
の
ほ
ど
、
民
生
児
童
委
員
会
・
主

任
児
童
委
員
会
に
よ
り
、
市
内
の
公
園

や
散
策
ス
ポ
ッ
ト
を
示
し
た
地
図
、

「
遊
び
場
マ
ッ
プ
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
市
内
中
心
部
の
公
園
や
広
場

な
ど
の
場
所
が
地
図
上
に
示
さ
れ
て
お

り
、
遊
具
や
ベ
ン
チ
、
ト
イ
レ
、
砂
場
、

駐
車
場
の
有
無
、
遊
び
場
と
し
て
の
特

徴
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
裏
面
に
は
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談

所
や
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
、
市
内
の
保

育
園
、
児
童
館
の
電
話
番
号
な
ど
が
載

っ
て
い
ま
す
。�

　
サ
イ
ズ
は
Ａ
３
版
で
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
保
育
園
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

◎
問
合
せ
　
福
祉
課
　
☎
内
線
１
０
３

�
�

�

▼
岩
島
淑
子
　
瑞
浪
地
区�

▼
大
西
由
美
子
　
瑞
浪
地
区�

▼
市
川
康
代
　
土
岐
地
区�

▼
田
中
雪
見
　
土
岐
地
区�

▼
金
原
明
子
　
明
世
地
区�

▼
奥
村
い
づ
み
　
明
世
地
区�

▼
井
貝
順
子
　
稲
津
地
区�

▼
工
藤
田
鶴
子
　
稲
津
地
区�

▼
曽
根
由
利
子
　
陶
地
区�

▼
水
野
純
子
　
陶
地
区�

▼
足
立
京
子
　
釜
戸
・
大
湫
地
区�

▼
棚
橋
和
代
　
釜
戸
・
大
湫
地
区�

▼
小
木
曽
暁
美
　
日
吉
地
区�

▼
酒
井
美
津
子
　
日
吉
地
区�

◎
問
合
せ
　
福
祉
課�

　
　
　
　
　
☎
内
線
１
０
１�

陶 

地 

区�
▼
佐
々
木
寿
恵
子

　
宿
、
公
文
垣
内
、
中
切
、

　
　
　
　
　
　
公
文
垣
内
団
地
、
町
屋�

▼
稲
垣
登
代
子
　
西
大
島
、
竜
吟
団
地�

▼
足
立
真
朱
江
　
中
大
島�

▼
水
野
ル
ミ
子
　
東
大
島�

▼
熊
谷
清
子
　
上
平
、
青
葉
台�

▼
中
島
由
統
　
神
徳
、
川
戸
、
論
栃�

▼
足
立
壽
生
　
下
切
、
上
切
、
大
細
、�

　
　
　
　
　
　
エ
ス
ポ
ラ
ン
、
平
山�

▼
奥
村
時
江
　
足
又�

▼
大
内
延
男
　
西
・
北�

▼
板
橋
道
子
　
神
田�

日
吉
地
区�

７�瑞浪市役所　☎ 68－2111

新
主
任
児
童
委
員�

釜
戸
・
大
湫
地
区�

「
遊
び
場
マ
ッ
プ
」

「
遊
び
場
マ
ッ
プ
」で
き
ま
し
た

で
き
ま
し
た�

「
遊
び
場
マ
ッ
プ
」

「
遊
び
場
マ
ッ
プ
」で
き
ま
し
た

で
き
ま
し
た�

「
遊
び
場
マ
ッ
プ
」で
き
ま
し
た�

�

地
域
で
支
え
あ
う
　
あ
っ
た
か
い
お
正
月�

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動�

12
月�

31
日ま
で�
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み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場�
み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場�
み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場�
み
ん
な
の
広
場�

新春巡拝ジョギング大会　距離６㎞�

　５カ所の神社を走って参拝�

１月１日（火）　０時30分　日吉神社スタート�

　受付12月31日　23時30分～会場にて�

稲津町越年マラソン　距離3.8km��

12月31日（月）　23時55分　小里稲荷神社スタート�

　受付　12月31日　23時～23時40分　会場にて�

大湫町越年マラソン　距離2㎞��

12月31日（月）　23時50分　大湫公民館前スタート�

　受付　12月31日　会場にて�

陶町新年マラソン大会　距離2.3㎞、1.8㎞�

１月5日（土）　９時20分天神社（猿爪）スタート�

　受付　当日8時50分までに会場にて�

２００２年　新春マラソン�

◇ Aコース18.1㎞　中学男子、高校生、��

　　　　　　　　　一般男子1部��

◇ Bコース12.2km　小学生（男・女）、中学女子、�

　　　　　　　　　一般女子、一般男子2部��

応募方法　２月１日（金）までに、参加料１チーム�

　　　　　につき3500円を添えて事務局へ��

◎申込・問合せ　陶コミュニティーセンター事務局�

　　　　　　　　☎ 65－2111  FAX 62－0004��
　　　　　　　　またはスポーツ振興課�

　　　　　　　　☎ 68－0747  FAX 68－0748�
主 催　瑞浪市体育協会陶支部・陶公民館�

�

第38回�陶一周駅伝�陶一周駅伝�陶一周駅伝�

受付　９時30分～�
陶小学校グラウンドにて�2月24日（日）�

（選手5人）�

（選手7人）�

参加チーム大募集�参加チーム大募集�

　
各
種
統
計
調
査
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
が
、
次
の

と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
11
月
22
日
恵
那
文
化

セ
ン
タ
ー
に
て
）�

◎
岐
阜
県
知
事
表
彰
（
敬
称
略
）
　�

�

　
曽

根

槇

子
（
土
岐
町
）�

◎
岐
阜
県
統
計
協
会
長
表
彰
（
敬
称
略
）�

�

　
佐
藤
美
智
子
（
釜
戸
町
）�

　
小

澤

貞

子
（
日
吉
町
）
　
　�

平
成
13
年
度�

　
　
岐
阜
県
統
計
功
労
者
表
彰�

　
12
月
31
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
工
業
統
計
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
全
て
の
事
業
所
が

対
象
と
な
り
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
各
種

行
政
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
も
の
で
す
。�

　
12
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
を
配

布
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

◎
問
合
せ
　
情
報
推
進
課
　
☎
内
線
３
３
７�

�

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を�

12月24日（月）～1月7日（月）�
日没から夜明けまで�

12月31日（月） 日没から夜明けまで�
12月24日（月） 日没から22時まで�

小里城大橋 ライトアップ�

世界一のこま犬ライトアップ�

こま犬も応援�こま犬も応援�

　12月４日、陶町大川にある世界一のこま犬に「駅伝た
すき」がかけられました。�
　これは、陶中学校女子の県中学校駅伝大会の優勝報告
と、12月24日に山口県で開催される全国中学校駅伝大会
の出場祝い、またその入賞祈願も兼ねて体育協会陶支部
陸上部が行ったものです。�

樽上児童センター�

黒宮心愛ちゃん（３歳）�
ここあ�

（学園台）�（山田町）�
亀嶋祐太ちゃん（２歳）�

ゆうた�



　
11
月
27
日
、
日
吉
小
学
校
で
親
子
イ
ン
ス
タ
ン
ト

シ
ニ
ア
・
車
椅
子
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
体
験
を
通
し
、
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
お
う
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
委
員
会
（
勝
股

冨
士
江
会
長
）
が
主
催
。
親
子
を
対
象
に
希
望
者
を

募
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
約
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。�

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア
体
験
で
は
、
白
内
障
を
想

定
し
た
め
が
ね
、
手
先
の
感
覚
を
鈍
ら
せ
る
手
袋
な

ど
を
身
に
付
け
て
、
似
顔
絵
を
描
い
た
り
、
階
段
の

昇
降
な
ど
を
行
い
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。�

　
都
市
部
と
大
湫
町
と
の
交
流
を

積
極
的
に
す
す
め
よ
う
と
、
11
月

24
日
、
大
湫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
「
Ｎ
Ｏ
Ｎ
（
中
山
道
大

湫
宿
結
い
の
会
）」の
結
成
総
会
が

開
か
れ
、
地
元
内
外
か
ら
約
40
人

が
参
加
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
樹
木
・
環
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
渋
沢
寿
一
専

務
理
事
の
記
念
講
演
や
、
有
志
に

よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
こ
の
宿
場
町
の
交
流
拠

点
と
し
て
大
湫
町
の
旧
旅
篭
「

お
も
だ
か
屋
」
が
改
修
さ
れ
、
そ

の
管
理
人
と
し
て
、
名
古
屋
か
ら

移
り
住
ん
だ
渡
辺
和
隆
さ
ん
が
事

務
局
を
兼
ね
ま

す
。�

　
今
後
こ
の
会

は
、
植
物
観
察

会
や
炭
焼
き
、

農
作
業
体
験
な

ど
の
活
動
を
定

期
的
に
行
い
、

都
市
と
宿
場
町

の
き
ず
な
づ
く

り
を
す
す
め
ま

す
。�

◎ 

問
合
せ
　�

Ｎ
Ｏ
Ｎ
事
務
局�

渡
辺
　�

☎
６
３
ー�

　
　
１
５
５
０

親
子
で
福
祉
体
験�

松野湖クリーン作戦�秋のさわやかウォーキング�

　11月25日、日吉町の松野湖で、クリーン作戦が実施され

ました。「松野湖と可児川を美しくする会」が主催しているも

ので、地元自治会や関係企業等から600人が参加しました。

集められたごみは、可燃ごみ700kg、不燃ごみ1400ｋｇで

した。�

　11月17日・18日、釜戸町から大湫町を歩く「秋のさわや

かウォーキング」が行われました。4回目を迎えた今年は、

一部コースが変更されましたが、連日各所で様々なイベント

が開催され、約4000人が訪れました。��

�

９�瑞浪市役所　☎ 68－2111

「中山道大湫宿結いの会」�
　　　　　　　　　発　足�
「中山道大湫宿結いの会」�
　　　　　　　　　発　足�
「中山道大湫宿結いの会」�
　　　　　　　　　発　足�
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平
成
13
年
度
第
２
回
青
少
年
育
成
市

民
会
議
が
、
11
月
25
日
、
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

「
青
少
年
育
成
小
集
会
活
動
モ
デ
ル
地

区
」
に
指
定
さ
れ
た
７
地
区
の
う
ち
、

次
の
３
地
区
よ
り
、
地
域
の
特
性
や
伝

統
行
事
等
を
生
か
し
、
工
夫
を
こ
ら
し

た
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
今
年
度
の
市
主
張
大
会
小

学
校
の
部
で
最
優
秀
賞
の
揖
斐
友
美
さ

ん
（
日
吉
小
６
年
）
と
、
中
学
校
の
部

最
優
秀
賞
の
有
賀
実
穂
さ
ん
（
瑞
浪
中

３
年
）
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�

　
高
月
区�

　
区
民
全
員
の
協
力
の
も
と
、
子
ど
も

達
が
元
気
で
明
る
く
活
動
で
き
る
環
境

作
り
を
課
題
と
し
、
次
の
４
項
目
を

『
活
動
の
重
点
』
と
し
ま
し
た
。�

�

（
１
）
伝
統
行
事
の
推
進
及
び
継
続
。

（
２
）
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
　

　
　
　
通
じ
、
環
境
問
題
を
考
え
る
。

（
３
）
多
く
の
区
民
が
青
少
年
健
全�

　
　
　
育
成
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。�

（
４
）
子
ど
も
達
が
明
る
く
元
気
に
活

　
　
　
動
で
き
る
環
境
を
作
る
。�

�

交
通
安
全
教
室�

―
地
域
の
環
境
を
知
る
―�

　
地
区
交
通
安
全
指
導
員
に
よ
り
、
実

際
に
通
学
路
を
歩
き
、
危
険
箇
所
の
横

断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。�

下
沖
公
園
地
域
清
掃
活
動�

―
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
―�

　
中
学
生
・
保
護
者
・
地
域
の
方
々
と
、

草
が
伸
び
放
題
と
な
っ
て
い
た
下
沖
公

園
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。�

　
終
了
後
、「
皆
さ
ん
、
今
日
は
ご
苦
労

様
で
し
た
」
と
い
う
中
学
生
の
感
謝
の

一
言
で
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
ふ
れ
あ

い
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。�

　
釜
糠
区�

　
「
子
ど
も
達
と
地
区
の
人
達
と
の
関

わ
り
の
時
間
を
よ
り
多
く
持
ち
、
よ
い

思
い
出
と
し
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
の
糧

と
な
る
よ
う
な
活
動
を
す
る
」
を
課
題

に
、
孫
の
い
る
人
、
子
ど
も
の
い
な
い

人
た
ち
に
も
積
極
的
な
参
加
を
得
て
、

活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
地
域
の
伝
統
的
行
事
へ
の
参
加
、
畑

作
り
、
自
然
の
中
で
の
活
動
等
を
す
す

め
る
中
で
、
子
ど
も
達
が
地
区
の
多
く

の
人
達
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
色
々
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。�

野
菜
畑
作
り
『
釜
糠
農
園
』�

　
農
作
業
の
苦
労
・
収
穫
の
喜
び
を
体

験
さ
せ
、
併
せ
て
野
菜
の
知
識
を
学
ぶ

た
め
に
、
畑
作
り
を
行
い
ま
し
た
。�

������������

か
っ
こ
う
の
森
自
然
体
験�

　
外
で
遊
ば
な
く
な
っ
た
昨
今
の
子
ど

も
達
に
自
然
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
お

う
と
、
小
里
消
費
組
合
が
運
営
す
る
施

設
「
か
っ
こ
う
の
森
」
で
竹
炭
作
り
・

マ
ス
つ
か
み
大
会
を
実
施
。
子
ど
も
も

大
人
も
自
然
の
良
さ
を
再
認
識
し
ま
し

た
。�

　
大
川
一
・
二
・
三
号�

　
普
段
か
ら
地
域
の
活
動
団
体
に
積
極

的
に
働
き
か
け
、
有
意
義
な
活
動
を
す

す
め
て
い
る
子
ど
も
会
活
動
の
充
実
に

努
め
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
子
ど
も
達

の
心
に
残
り
、
子
ど
も
達
も
育
成
者
も

考
え
、
親
子
一
体
で
作
り
上
げ
て
い
く

活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。�

こ
ま
犬
野
焼
き
活
動�

　
区
民
全
員
が
関
心
を
持
ち
、
区
長
さ

ん
を
始
め
地
域
活
動
団
体
の「
こ
ま
犬

会
」・「
お
囃
子
保
存
会
」
の
力
を
惜
し

ま
な
い
協
力
の
お
か
げ
で
で
き
た
行
事

で
し
た
。
子
ど
も
達
も
何
か
を
感
じ
た

よ
う
で
、
大
人
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ

た
こ
と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
ま
犬
制
作
は
親
子
で
行
い
、「
こ
こ

が
カ
ッ
コ
い
い
」
と
か
「
あ
そ
こ
を
こ

う
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
」
等
と
親
子

の
会
話
が
あ
り
、
大
変
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
回
作
っ
た
こ
ま
犬
は
、
世

界
一
の
こ
ま
犬
と
共
に
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
ま
犬
が
壊
れ
て
無
く
な
ら

な
い
限
り
、
い
つ
ま
で
も
よ
い
思
い
出

と
し
て
、
子
ど
も
達
の
心
に
残
る
こ
と

で
し
ょ
う
。�

　
子
ど
も
達
も
育
成
者
も
、
活
動
を
通

し
て
共
通
の
話
題
を
持
ち
、
会
話
が
豊

か
に
な
り
、
地
域
と
の
繋
が
り
も
強
く

な
り
ま
し
た
。�

�

教育委員会�
だより�

モ
デ
ル
地
区
実
践
活
動
の
報
告�

地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で�

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る�

生涯学習施設１月の休館日�

総合文化センタ－�

市 民 図 書 館 �

市 民 体 育 館 �

化 石 博 物 館 �

陶 磁 資 料 館 �

市之瀬美術館�

地 球 回 廊 �

サイエンスワールド�

文 化 会 館 �

1～4、7､15､16､21､28日�

1～4、7､15､16､21､28、31日�

1～4、7､15､16､21､28、31日�

1～4、7､15､16､21､28日�

1～3、10､17､24、31日�

1～4、8､15､16､22､29日�
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成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
み
な
さ
ん
の
門
出
を
お
祝
い
す
る
た

め
、
瑞
浪
市
で
は
新
成
人
に
よ
る
実
行

委
員
会
を
組
織
し
て
企
画
・
実
施
し
て

い
ま
す
。�

　
現
在
、
各
中
学
校
下
か
ら
選
ば
れ
た

23
人
の
実
行
委
員
が
、
一
生
の
思
い
出

と
し
て
心
に
残
る
成
人
式
に
し
よ
う
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。�

　
な
つ
か
し
い
友
と
の
再
会
、
成
人
し

た
こ
と
を
お
互
い
認
め
合
い
、
喜
び
を

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
！�

　
瑞
浪
市
に
住
民
登
録
が
な
さ
れ
て
い

な
い
方
で
も
、
家
族
が
当
市
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。�

　
ま
だ
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
方
は

至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

◎
問
合
せ�

生
涯
学
習
課（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
８
ー
５
２
８
１�

�

�

平成14年成人式の�
　　ご　案　内�

日時　平成14年１月13日（日）�
　　　10時～（受付９時）�
会場　総合文化センター�

テーマ�

他
の
誰
と
も
違
う�

　
自
分
自
身
の
輝
き
で�

照
ら
し
て
い
く
の
は�

　
希
望
に
満
ち
た
未
来�

　
私
た
ち
の
釜
戸
女
声
コ
ー
ラ
ス
は
、

平
成
元
年
に
、
釜
戸
中
学
校
母
親
委
員

会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
発
足
し
、
そ

の
後
、
釜
戸
公
民
館
活
動
と
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
の
メ
ン
バ
ー
は
、
釜
戸
・
大
湫
両

町
の
歌
好
き
有
志
二
十
三
名
で
毎
週
水

曜
日
に
、
情
熱
あ
ふ
れ
る
小
林
理
恵
先

生
と
松
浦
規
子
先
生
の
ご
指
導
の
も
と

に
、
メ
ン
バ
ー
全
員
、
我
を
忘
れ
て
練

習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
歌

う
こ
と
の
好
き
な
人
ば
か
り
で
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
市
民
合
唱
祭
、
東
濃
合

唱
祭
、
釜
戸
町
・
大
湫
町
の
文
化
祭
、

瑞
浪
市
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
大
会
、
国

民
文
化
祭
な
ど
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。�

　
現
在
は
、
新
春
の
一
月
二
十
七
日
、

釜
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
る
第
二
回
の
演
奏
会
に
向
け
て
、

多
く
の
方
々
に
私
た
ち
の
歌
を
聴
い
て

い
た
だ
き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、

皆
で
一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。�

さ
ら
に
、
十
二
月
に
行
わ
れ
た
市
主
催

の
『
第
九
入
門
コ
ン
サ
ー
ト
』
に
も
、

メ
ン
バ
ー
全
員
が
参
加
し
、
他
の
合
唱

団
の
多
く
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
色
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
歌
う
こ
と
を
通
し
て
知
り
合
い
、
さ

ら
に
歌
の
深
さ
と
楽
し
さ
を
知
り
、
素

晴
ら
し
い
『
勉
強
』
の
出
来
る
こ
と
を

心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
す
。
歌
を
愛
す
る

者
に
と
っ
て
は
得
が
た
い
時
間
で
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
『
仲
間
』
を
一

人
で
も
多
く
増
や
し
て
、
活
動
交
流
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
心
の
底
か
ら
力
い
っ
ぱ
い
声
を
出
し

合
い
、
全
員
が
『
元
気
』と『
ゆ
と
り
』

の
あ
る
生
活
を
目
標
に
し
て
、
『
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
を
歌
に
表
現

で
き
る
よ
う
、
更
な
る
努
力
を
積
ん
で

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

『
笑
顔
あ
ふ
れ
る

『
笑
顔
あ
ふ
れ
る�

　
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
』

　
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
』�

『
笑
顔
あ
ふ
れ
る

『
笑
顔
あ
ふ
れ
る�

　
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
』

　
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
』�

『
笑
顔
あ
ふ
れ
る

『
笑
顔
あ
ふ
れ
る�

　
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
』

　
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
』�

『
笑
顔
あ
ふ
れ
る�

　
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
』�

釜
戸
女
声
コ
ー
ラ
ス
　�

　
代
表
　
藤
田
　
伸
子�

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
⑤
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平成13年12月15日�12

１月の移動図書館�
こ　ま　ど　り　号�

1月8日（火）～�
　　1月30日（水）�

臨時休館日のお知らせ�

１月31日(木)

１月26日(土)

『整理休館日』�
ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします｡�

巡回日� ステ－ション�  時      間  

15：30～16：00

16：10～16：30

15：30～15：50

16：00～16：20

16：30～16：50

13：20～13：40

13：50～14：10

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：30

15：20～15：50

16：00～16：20

13：30～14：00

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：00

９日（水）�
小 里 �

萩 原 �

明 賀 台 �

新 山 田   �

10日（木）�

半 原 �

鶴 城 �

名 滝 �

大 川 �

水 上 �

旭 町 �

サニーヒルズ�

猿 爪 �

薬 師 �

白 倉 �

細 久 手 �

深 沢 �

15：30～16：00

16：10～16：30

棚 田 山 �

羽 広   �
23日（水）�

17日（木）�

18日（金）�

日吉ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ�

月        吉�

15：30～16：20

16：30～16：50
11日（金）�

19日（土）�

図書館だより�
☎６８－５５２９�

ミニ展のご案内�

～お正月を飾ろう～�

　
新
春
を
迎
え
、
年
の
初
め
を
祝
っ
て
正
月
に
ち
な
ん
だ
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
　

　
な
お
、
干
支
の
「
午
」
な
ど
お
正
月
ら
し
い
手
作
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
12
月
26
日（
水
）ま
で
に
図
書
館
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

�

　
み
ず
な
み
読
書
サ
ー
ク
ル
で
は
、

と
も
に
読
書
を
楽
し
み
た
い
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。�

　
市
内
７
つ
の
サ
ー
ク
ル
で
構
成
さ

れ
て
い
る
み
ず
な
み
読
書
サ
ー
ク
ル

協
議
会
は
、
中
島
美
江
会
長
以
下
60

人
の
会
員
を
持
つ
読
書
好
き
の
サ
ー

ク
ル
で
す
。�

　
協
議
会
で
は
年
一
回
の
文
学
散
歩
、

東
濃
地
区
の
会
員
が
参
集
し
て
開
催

さ
れ
る
読
書
大
会
や
ま
た
各
サ
ー
ク

ル
で
の
読
書
会
な
ど
、
本
を
愛
す
る

皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
活

動
し
て
い
ま
す
。�

　
各
地
区
の
読
書
サ
ー
ク
ル
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
入
会
さ
れ
た
い
方

は
、
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

�

●
瑞
浪
地
区�

　
上
山
田
読
書
サ
ー
ク
ル�

●
土
岐
地
区�

　
光
栄
読
書
サ
ー
ク
ル�

　
益
見
読
書
サ
ー
ク
ル�

　
一
日
市
場
読
書
サ
ー
ク
ル�

　
か
す
み
草
読
書
サ
ー
ク
ル�

●
釜
戸
地
区�

　
麦
笛
読
書
サ
ー
ク
ル�

●
陶
地
区�

　
宝
昌
寺
読
書
サ
ー
ク
ル�

�

正 月 展 �正 月 展 �正 月 展 �

い
っ
し
ょ
に
読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

い
っ
し
ょ
に
読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！�

い
っ
し
ょ
に
読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

い
っ
し
ょ
に
読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！�

い
っ
し
ょ
に
読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

い
っ
し
ょ
に
読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！�

い
っ
し
ょ
に
読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！�

〜
み
ず
な
み
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会
〜�

▲今年の文学散歩（長浜城）�

「新春こども広場」�
13時30分～�
総合文化センター講堂�

不思議な手品や人形劇など、楽しい催しがいっ�
ぱいです。みんな遊びにきてね！�



�

●入園説明会　　　�

・乳幼児の入園を希望される方は出席してください。�

（現在通園中の園児は除きます）�

●入園できる保育園�

・市内８園。ただし、一色・みどり・啓明の３園は、

10月に入園希望受付をされた方に限ります｡��

●入園できる乳幼児�

・８カ月～５歳児で、両親同居の親族の就労、病気

等により乳幼児の保育ができない場合に限ります｡

●保育料　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

・前年度所得税額などにより決定しますので、前年

度所得のわかるものを添付していただきます。�

●保育時間　8時30分～16時30分��

※一定の事由のある方については、希望により早朝、

長時間、延長（延長保育料金月額３歳未満児３千円、

３歳以上児２千円）の制度があります。　　　　　

※延長保育は一色、みどり、啓明保育園で実施しま

す。�

◎問合せ　福祉課　☎ 内線103　　　　　　　　　
　�

�

保育園入園説明会�保育園入園説明会�保育園入園説明会�保育園入園説明会�

13 瑞浪市役所　☎ 68－2111

保育園入園説明会日程�

陶 保 育 園 �
65 - 2 0 5 3

稲津保育園�
68 - 3 4 0 0

みどり保育園�
68 - 2 6 3 2

桔梗保育園�
68 - 2 3 2 3�

竜吟保育園�
63 - 2 0 5 6�

日吉保育園�
69 - 2 1 2 3

一色保育園�
67 - 1 8 1 7

啓明保育園�
68 - 2 4 6 3

80人�

110人�

180人�

110人�

90人�

60人�

180人�

150人�

１月21日（月）�
10時00分～11時00分�

１月21日（月）�
13時30分～14時30分�

１月22日 (火)��
13時30分～14時30分�

１月23日（水）�
10時00分～11時00分�

１月25日（金）�
10時00分～11時00分�

１月25日(金)�
13時30分～14時30分�

１月22日（火）�
10時00分～11時00分�

１月23日(水)�
13時30分～14時30分�

保育園名� 日　　　　時� 定　員�

保育園は、一人ひとりの個性を生かし豊かな人間性を育成する乳幼児保育を行います。　�

野
球
（
11
月
３
日
、
23
日
市
民
野
球
場

ほ
か
）�

�

４
年
生�

�

　
優
勝 

土
岐
　
準
優
勝 

瑞
浪�

　
３
位 

稲
津
、
釜
戸�

�

５
年
生�

�

　
優
勝 

陶
　
準
優
勝 

土
岐�

　
３
位 

瑞
浪
、
稲
津�

６
年
生�

　
優
勝 

瑞
浪
Ａ
　
準
優
勝 

瑞
浪
Ｂ�

　
３
位 

陶
、
土
岐�

�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
11
月
３
日
、
23
日
、

24
日
　
瑞
浪
小
学
校
）�

�

　
優
勝 

日
吉
Ａ
　
準
優
勝 

瑞
浪
Ａ�

　
３
位 

土
岐
、
稲
津�

�

剣
道
（
11
月
24
日
　
市
民
体
育
館
　
団

体
の
み
）�

中
学
男
子
の
部�

　
優
勝 

日
吉�

　
準
優
勝 

瑞
浪�

　
３
位 

瑞
陵�

中
学
女
子
の
部�

　
優
勝 

瑞
浪�

　
準
優
勝 

瑞
陵�

小
学
生
の
部�

　
優
勝 

瑞
浪
Ｃ�

　
準
優
勝 

瑞
浪
Ｂ�

　
３
位 

瑞
浪
Ａ�

�

��

瑞
浪
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団�

秋
季
交
流
会
結
果�



・期　日　【22回】平成14年１月12日(土)�

　　　　　　　　　・13日(日)・19日(土)�

　　　　   【23回】平成14年１月20日(日)�

　　　　　　　　　・26日(土)・27日(日)�

・会　場　ポリテクセンター岐阜(土岐市泉町定林寺)�

・定　員　60人/月　(各回開催最低人数10人)��

・対　象　求職活動を行っている方でパソコン操�

　　　　　作の未経験者�

・受講料　無料(テキスト代１,４４９円が必要)��

・締　切　定員になり次第締切�

◎問合せ・申込　岐阜職業能力開発促進センター　

　　　　　(ポリテクセンター岐阜)　☎ 54-7155��

・期　日　平成14年１月22日(火)�

・会　場　学科　セラトピア土岐(土岐市)　�

・受講料　5,500円(テキスト・昼食含む)��

・定　員　100人(定員になり次第締切)��

・申　込　平成14年１月15日(火)までに申込書に�

　写真(縦３cm×横2.5cm)、受講料を添えて申込む

◎問合せ・申込　東濃産業労働会館 ☎ 24-4595��

・対　　象　高校や大学に入学される方の保護者で、

　　　　　　年間収入が1,210万円(事業所得者は

　　　　　　990万円)以内の方�

・融資金額　200万円(学生1人につき)　�

・融資期間　10年以内(据置期間は在学期間以内)�

・利　　率　年1.7％(平成13年11月12日現在)��

・返済方法　毎月元利金均等返還(ボーナス併用可)

・保 証 人　教育資金融資保証基金または保証人�

◎問 合 せ　国民生活金融公庫多治見支店　☎ 22-6341

　瑞浪市環境基本計画策定に伴い、幅広く市民の皆

さんの意見を反映するため、瑞浪市のホームページ

上に、次の環境基本計画策提案が掲載されます。�

・第１章　瑞浪市における環境の保全と創造に向け

　　　　　た課題の整理�

・第２章　瑞浪市の望ましい環境像と環境基本目標

　　　　　の設定�

・第３章　環境の保全と創出への施策体系の検討まで�

　この策提案を一読いただき、ご意見やご感想を文�

　書や電子メール等でお寄せください。�

e-mail  kankyo@city.mizunami.gifu.jp�

http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html��

◎問合せ　環境課　☎ 内線490・491�

　温室・ビニールハウスなどの施設で作物を栽培し、

農業所得を標準で申告されている方は、平成14年１

月以降、収支計算をしていただくために書類の保存

および記録をする必要があります。�

　収支計算は、次の算式により所得計算をします。�

　　「所得金額＝収入金額－必要経費」�

○保存書類の例�

○記録の仕方�

「収入金額」は、日付、作物名、出荷先、数量、金

額、受取方法などを記録してください。�

「必要経費」は、支払いの種類(種苗、肥料、農機具、

農薬等)ごとに、日付、品名、支払先、支払金額など

を記録してください。�

◎問合せ　多治見税務署　個人課税第一部門�

　　　　　☎ 22-0101　内線65　��

�

�

３日間18時間コース�

平成13年12月15日�14

「ご意見・ご感想、お待ちしています」�
瑞浪市環境基本計画策定事業�

農業所得を標準で申告されている皆さんへ(施設作物等)

「収入金額」�

に関する書類�

�

「必要経費」�

に関する書類�

出荷伝票、市場仕切書、請求書(控)、
領収書(控)、農協および市場の取引
明細、預金通帳など�

請求書、領収書、固定資産税の通
知書、農協および市場の取引明細
など�

ＩＴパソコン技能受講生募集�

特定粉じん作業従事者特別教育講習会�

「国の教育ローン」のご案内�

　来年度の学校給食物資の納入業者を募集します。�

・納入物資　給食用材料全般　約4,500食分／日�

・申込期限　平成14年１月21日(月)�

・申込方法　申請書（中央学校給食共同調理場に�

　　　　　　設置）に必要事項を記入のうえ提出�

◎ 問合せ・申込　中央学校給食共同調理場 　　　

　　　　　　　　　　☎ 68-6015�

・応募資格　義務教育修了(見込み)者で、看護学教

　　　　　　程履行可能な学力のある方�

・募集人数　３０人�

・願書提出　平成14年１月９日(水)～31日(木)�

・試 験 日　平成14年２月14日(木)�

・試験会場　多治見市医師会附属准看護婦学校�

・試験科目　数学・国語・社会及び面接�

・合格発表　平成14年２月21日(木)�

◎問 合 せ　多治見市医師会附属准看護婦学校�

　　　　　　☎ 22-3051��

准看護婦学校生徒募集�給食物資納入業者を募集します�



♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　＜場所  保健センタ－　　料金  無料＞�
�

保健センター
だより　☎67-2700

　インフルエンザは、１月～３月に流行します。かぜ

とは違い、全身に現れる強い症状が特徴で、重症化し

たり合併症を引起したりもするので注意が必要です。�

インフルエンザの症状�

・ 39～40℃の高熱��

・全身症状（強い頭痛、　筋肉痛、関節の痛み、倦怠感

　など）�

インフルエンザを予防するには…�

・予防接種を受ける　　　　・手洗いとうがいをする

・十分な栄養と休養　　　　・人混みをさける�

・室内の乾燥に気をつける　・マスクの着用�

�

健診・相談・教室名 実　施　日� 受 付 時 間   対　　象　　者 持　　ち　　物 

12時30分開始�

12時30分開始�

１月18日（金）�

１月10日（木）�

１月15日（火）�

生後７ヵ月以降の乳児�
＊電話予約が必要�

１月25日（金）�

１月11日（金）�

母子健康手帳�
コップ・タオル�

母子健康手帳�
早朝尿(50cc)�
コップ・歯ブラシ�

母子健康手帳�

母子健康手帳�

母子健康手帳�平成13年７月生まれ    

平成13年１月生まれ    

９時30分�
　　～９時45分 

13時30分～15時 

９時30分�
　　～10時30分 

＊保護者の歯科健診等�
　を同時に実施します�

＊保護者の歯科健診を�
　同時に実施します�

平成12年７月16日～ �
　　　  ７月31日生まれ  

平成10年12月16日～ �
　　　  12月31日生まれ  

平成12年７月１日～ �
　　　  ７月15日生まれ  

平成10年12月１日～ �
　　　  12月15日生まれ  

中期・後期離乳食相談�

1 2 ヵ 月 児 健 康 相 談 �

１歳６ヵ月健康診査  

6 ヵ 月 児 健 康 相 談  �
お よ び 離 乳 食 教 室 �１月８日（火） 

１月８日（火） 

＊健診終了後、希望�
　者に歯みがき教室�
　を実施します。�

３ 歳 児 健 康 診 査  

＊健診終了後、希望�
　者に歯みがき教室�
　を実施します。�

◆医師による健康相談 14時30分～15時��

◆乳幼児相談  ９時30分～11時�

◆栄養相談（電話予約が必要）９時～15時　�

担　　当　精神科医師（大湫病院医師）　　　�

相談内容　物忘れが激しい、徘徊、不潔行為な

　　　　　どでお困りの方や介護方法について�

＊前日までに電話等での予約が必要です。　　

1 月 9 日（水）�

1 月15日（火）�

保健センター�

13時～14時�
保健センター�

♥健  康  相  談�

♥老人性痴ほう症相談�

インフルエンザにご注意！�

15 瑞浪市役所　☎ 68－2111

【クリスマスキャンドルを作ろう】�

　・対象　中学生以上�

【マツカサでミニクリスマスツリーを作ろう】�

　・対象　だれでもできます。�

○費　用　無料　○定　員　制限なし(作品は１人１個)�

◎問合せ　サイエンスワールド　☎ 66-1151��

12月23日(日) 11時～17時� 12月22日(土)・23日(日)・24日(振祝)
10時～16時30分�

�　
ＪＲ瑞浪駅前ロータリー周辺�
�

�

�

�

�

※会場は当日８時～19時まで通行止めとなります。�

◎問合せ　瑞浪市商店街連合会事務局 ☎67-2623��

サイエンスワールド�

年末恒例『バサラカーニバル』� クリスマス用ミニワークショップ�

み  見………バサラ踊りフェスティバル�

ら  楽………ビンゴゲーム大会�

く  食………おかみさん横丁�

る  溜………歳末スピードくじ抽選会�



　新  首  都�

「東京から東濃へ」�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

　市役所の一般業務は12月28日(金)で終了し、

年始は１月４日(金)から行います。�

　休みの間は、市役所の宿・日直で受け付けて

います。�

・年末最終の引取日　12月25日(火) ９時～11時

・年始最初の引取日　１月 ７日(月) ９時～11時

※引取日以外は、管理の関係上、犬・ネコの引

　き取りは一切行いません。�

◎問合せ　東濃地域保健所　☎ 23-1111��

　宅内の漏水、配水管のつまり等の修理は、最

寄の指定工事店または市役所へ問合せください。�

◎問合せ　市役所　☎ 68-2111��

12月29日(土)16時まで持込み可�

・可燃ごみ　
クリーンセンター　☎ 68-6010

��

・資源ごみ　　　�

・不燃ごみ　不燃物埋立処分場　☎ 68-3029　
※大きな物は小さく壊してから持ちこみくださ

　い。�

・可燃ごみ　年末は12月28日(金)の地区まで�

　　　　　　収集�

　　　　 　　年始は１月４日(金)から収集　��

・不燃ごみ　12月27日(木)の地区まで収集�

・資源ごみ　12月28日(金)の地区まで収集�

　12月28日(金)17時までに電話予約をすれば、

休み期間中に市役所日直(８時30分～17時)で受

け取ることができます。�

　なお、その他の証明は行いません。�

土岐市・瑞浪市休日急病診療所 (☎59-2101) へ
�日曜日や祝日に急病になられた時は、当診療所

をご利用ください。�

・所在地 　土岐市駄知町��

　　　　　  1272-5�

・診療科目　内科・小児科�

・診療時間　９時～18時�

 （日曜・祝日に限ります）��

 　受付…17時30分まで��

●年末年始の診療�

　12月30日(日)～１月３日(木)まで�

●休みの日の急患で困った時は、�

　市救急医療情報センターへ　☎６８－３７９９�
　休日診療・夜間在宅当番医院をお知らせします。�

�

2001年12月１日現在（カッコ内は前月比）人口＝42，532（＋10）　世帯数＝13，758世帯（＋8）�

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町１丁目１番地  ☎６８－２１１１　http:／／www．city．mizunami．gifu．jp／index．html

年末年始の業務のお知らせ�

◆出生･死亡などの届出は�

◆住民票の発行は�

◆ごみの収集は�

◆ごみの持ち込みは�

◆水道・下水道の緊急修繕は�

◆犬・ネコの引き取りは�

◆休みの日の急病は�

◆年末年始の歯科休日救急診療�

◆年末年始のお休み�

診療時間：９時～15時　＊当日電話予約が必要�

期　　日� 在宅当番医院� 電話番号�

12月29日(土)

１月１日(火)

１月２日(水)

１月３日(木)

１月４日(金)

12月30日(日)

12月31日(月)

６７－０４７２�

６７－１００５�

６７－０６４８�

６７－０６４８�

６８－１０６６�

６７－０６４８�

６５－４５６７�

岩 島 歯 科 医 院 �

後 藤 歯 科 医 院 �

加 藤 歯 科 医 院 �

加 藤 歯 科 医 院 �

ホ ワ イ ト 歯 科 �

加 藤 歯 科 医 院 �

いとう歯科クリニック�

12月29日(土)～１月３日(木)

12月28日(金)～１月４日(金)

12月25日(火)～１月４日(金)

12月30日(日)～１月４日(金)

12月29日(土)～１月３日(木)

12月29日(土)～１月3日(木)

12月30日(日)、１月1日(火)�

瑞 浪 市 役 所 �

ハ ー ト ピ ア �

総合文化センター�

市 民 図 書 館 �

文 化 会 館 �

化 石 博 物 館 �

市之瀬記念美術館�

地 球 回 廊 �

サイエンスワールド�

市 民 体 育 館 �

美 濃 焼 プ ラ ザ �

共 同 福 祉 施 設 �

ワークプラザ瑞浪(陶)�

斎 場 �

●�
セラテクノ土岐�

●�
とき陶生苑� 旭ヶ丘�

団　地�

休日診療所�

○�駄知支所�

〒�

稚
児
岩
大
橋�

駄知町�

｝�


